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問 保護者アンケートを実施すると

しているが、地域住民・教職員の

アンケートも必要ではないか。

答 教育部長

学校現場に最も係わりの深い町内

の小中学校の教員からもアンケート

により、学校規模の適正化について

ご意見をお聞きする計画である。

問 １１月からの保護者意見交換会には、地域住民の方の
意見も聴く機会とすべきと考えるが、予定しているのか。

答 教育部長

地域住民の方々には学校の「地域の拠点機能」を踏まえ
アンケート結果をお知らせしてご意見を伺う予定である。
問 現在の南知多町は、２０人・３０人規模の学級で最適な

教育条件である。もし統合した場合、国の示す４０人学級

でなく、２０人学級もしくは３０人学級を町として維持す

る考えはあるか。

答 教育部長

南知多町教育委員会としては、県の基準に従い、町内の
小中学校の学級編成をしている。仮に統合する場合でも、

町として、独自財源を捻出して教員を採用し、少人数学級

を維持する考えはない。

《一般質問を終えて》
今回の議会を終えて、議員として２

年間、８回の議会を経験しました。議
会で一番驚いたことは、あまりにも議
論されないことです。

一般質問や発言をするためには、議
案や提案を読み調査したり、日頃から
町民の声を聴いたり、分からないこと
は役場に問い合わせたりして、準備は
大変です。もちろん議員の仕事は議会
での発言だけではありませんが、町民
の代表として、議会で発言することは
重要な仕事です。

これからも、「意義なーし」の声ば
かり響く議会ではなく、賛成でも反対
でもしっかりと議論する議会をつくっ
ていきたいと思います。

問 高齢者等の通院補助のために、

船代の割引券、今の１６枚をもっと

増やす考えはないか。

答 企画部長

県へ補助拡充を要望している。高齢者の通院補助のため

に割引券を増やすことは町として考えていない。

問 知的・身体障がい者と同じように精神障がい者の半額補

助を名鉄海上観光船と交渉する必要があるのではないか。
答 厚生部長

精神障がい者は、半額の運賃割引の適用がなされていな

い。町として、平成２９年の「地域公共交通活性化・再生

協議会」で、適用されるよう依頼した。引き続き、割引が

適用されるよう働きかけをしていく。

問 運賃引き下げ等の交渉をしてきたのか。

答 企画部長

近年は、毎年、篠島・日間賀島・師崎の町議会議員と区

長及び町長、副町長同席のもと、離島航路について意見交

換会を開催している。

問 大井浜辺付近で計画されている風力発電計画に、町

として事故処理や発電終了時の撤去責任を明確にする

覚え書きを交わす必要があるのではないか。

答 厚生部長

町の風力発電ガイドライン及び資源エネルギー庁の事業

計画策定ガイドラインにより指導・助言等を行い、場合

によっては、国から指導をしてもらうように通報するこ

とを考えている。今のところ事業者と覚え書きを交わす

ことは考えていない。

問 ガイドラインでなく、景観保全条項を含む条例の検

討はされているか。

答 厚生部長

風力発電については、美浜町で条

例制定の直接請求があった。条例制

定は、経済自由権の制限もあり、上

位法の根拠が妥当であり、今後も近

隣市町の動向を注視し、検討する。

６月議会は、２４日に５人の一般質問がありました。日本共産

党の内田たもつ議員は、①学校規模の適正化について、広く町民
の意見を聞く機会を②再生エネルギー発電施設における適切なガ

イドラインの運用と条例制定③両島民の海上交通の利便性の改善

④県一高い国保税の均等割減額の４点について、質問・要請をし、

当局の姿勢をただしました。

問 全国知事会も要請しているように、赤ちゃんまで税金
をとるのでなく、大府市のように減額を検討すべきではな
いか。

答 厚生部長
今のところ大府市のような小中学生までの子どもを対象と

した均等割の減額は考えていない。

石黒充明 ０回

鈴木浩二 １回

松本 保 １回

石垣菊蔵 ２回

小嶋完作 ３回

吉原一治 ３回

山本優作 ４回

片山陽市 ５回

服部光男 ７回

榎戸陵友 ８回

内田 保 ８回

藤井満久 ０回(議長)

＜２年間の一般質問の回数＞


